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論点１．スルッとKANSAI・PiTaPA ①

• まずは事業者間の連携 → スルッとKANSAI協議会

– 関西圏での利用者落ち込み・・・沿線人口の減少、
JR西日本との競争、震災の影響など

• 次に各種施設とのタイアップ → スルッとKANSAI＋
商業施設・観光施設

– スルッとKANSAI 2dayチケット、大阪周遊パス、
KANSAI THRU PASSなど

↓

鉄道・バスの新たな需要創造へ 2
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3（出所）日本民営鉄道協会「大手民鉄データブック 2019」

大手民鉄16社の輸送人員の推移
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定期・定期外の推移

（出所）日本民営鉄道協会「大手民鉄データブック 2019」
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論点１．スルッとKANSAI・PiTaPA ②

• スルッとKANSAI（磁気式プリペイドカード）
→ 2004年 PiTaPa（ポストペイ式ICカード）の誕生

• プリペイドとの比較において、ポストペイ方式のメリ
ットとデメリットは？
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メリット デメリット

交通
事業者

交通以外の利用を含めた
利用者へのポイント還元が
容易

加入の手間による利用者数
の伸び悩み

利用者
回数券・定期券的な運賃割
引サービスの享受が可能

口座やクレジットカードとの
紐付けが必要なため申し込
み時に審査が発生
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論点２．インバウンドへの対応

• 鉄道やバスの交通事業者の多さ（諸外国と比べて）
→ インバウンドにとって複雑で利用しにくい

• 観光庁のアンケート調査でも、「公共交通機関の利
用で困った」との回答が多い

↓

• KANSAI THRU PASSのようなインバウンド向け共
通チケットの提供は非常に重要

• さらにリピーターの増加は地方誘客へのチャンス、
インバウンドのスムーズな国内移動を実現するため
には何が必要か？ 6
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7
（出所）観光庁 令和元年度「訪日外国人旅行者の受入環境整備に関するアンケート」調査結果
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（出所）観光庁 令和元年度「訪日外国人旅行者の受入環境整備に関するアンケート」調査結果
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論点３．Ｗｉｔｈ/Afterコロナに向けて

• 民鉄ビジネスモデルの崩壊、鉄道事業＋関連事業
での大幅減収

• 今後、「公共交通の安定的経営」と「地方活性化」に
いかに取り組むべきか？

– 「生活の中の交通」としての位置づけ・・・RaaS、
SaaS、交通＋住居のサブスクリプション

– インバウンド需要の取り込み・・・ALL JAPAN
RAIL PASS、観光型MaaS

– 国内需要の取り込み・・・観光型MaaS、リモート
ワーク、ワーケーション 9
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質 問

1. PiTaPaにポストペイ方式を導入するに至った経緯
（ポストペイ方式のメリット・デメリット等）について

2. インバウンドのスムーズな国内移動（都市→地方、
地域内）を実現するための課題について

3. 当面インバウンド需要が期待できない中での地方
活性化の方向性、およびインバウンド需要回復後
の方向性について
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